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［ 吹田市 ］

中保健センター ◉
東大阪市岩田町4-3-22-300 ☎072-965-6411

［ 東大阪市 ］

東保健センター ◉
東大阪市旭町1-1 ☎072-982-2603

西保健センター ◉
東大阪市高井田元町2-8-27 ☎06-6788-0085

第2・4月曜日／9時30分～11時

第1金曜日／9時30分～11時

第2・4水曜日／9時30分～11時

［ 枚方市 ］

毎週火曜日／10時～11時30分枚方市保健所 ◉
枚方市禁野本町２-13-13 ☎072-807-7625

［ 大阪府 ］

第1・2火曜日／13時30分～14時30分池田保健所 ◉
池田市満寿美町3-19 ☎072-751-2990

第2・4月曜日／10時～11時守口保健所 ◉
守口市京阪本通2-5-5（守口市庁舎8階） ☎０６-６９９３-３１３３

第1・3水曜日／13時30分～14時30分富田林保健所 ◉
富田林市寿町3-1-35 ☎０７２１-２３-２６８3

和泉保健所 ◉
和泉市府中町6-12-3 ☎0725-41-1392

第1・3火曜日／13時30分～14時30分岸和田保健所 ◉
岸和田市野田町3-13-1 ☎072-422-6077

第1・2・4木曜日／9時30分～10時30分
※ただし、12／25及び１／1は実施なし

茨木保健所 ★
茨木市大住町8-11 ☎072-624-4668

第1・3月曜日／9時30分～10時15分四條畷保健所 ★
四條畷市江瀬美町1-16 ☎072-878-1090

第2・3水曜日／9時30分～10時30分藤井寺保健所 ★
藤井寺市藤井寺1-8-36 ☎072-955-4181

第1・3月曜日／13時～14時泉佐野保健所 ★
泉佐野市上瓦屋583-1 ☎072-462-7703

第2・4水曜日／9時30分～11時
※ただし、12／24及び2／11は実施なし

◉ HIV検査と同時にクラミジア及び梅毒の検査も無料で出来る施設です。
★ 即日検査できる施設です。

マークの説明

＊通常の検査では一週間、即日検査はその日のうちに結果がわかります。

ＨＩＶ・梅毒

ＨＩＶ・梅毒

ＨＩＶ・梅毒

　

高槻市保健所 ◉
高槻市城東町5-7 ☎072-661-9332

［ 高槻市 ］

毎週木曜日／9時30分～10時30分

［ 豊中市 ］

第1火曜日・第3木曜日／13時～14時豊中市保健所 ★
豊中市中桜塚4-11-1 ☎06-6152-7316

ＨＩＶ・梅毒

第1・3水曜日／9時30分～10時30分
寝屋川市保健所 ◉
寝屋川市八坂町28-3 ☎０７２-８２９-７７７３

［ 寝屋川市 ］

原則 毎月２回（木曜日）／9時30分～11時
（予約制／定員12名）

八尾市保健所 ◉
八尾市清水町1-2-5 ☎072-994-6644（感染症担当）

［ 八尾市 ］

吹田市保健所 ◉
吹田市出口町19-3 ☎06-6339-2227

第1・3金曜日／9時30分～11時

薬の飲み疲れ、依存症、高齢化と共に感じる将来への
不安、その他の疾患による影響、引きこもりによる
落ち込み、HIVの知識、生活などお悩み事は人それぞれです。
気軽にご相談ください。

HIV陽性のゲイ・バイセクシュアル男性がふらっと立ち寄れ
る場所。 谷町6丁目駅から徒歩3分のところにあるお店で、
毎月第二日曜日14時～18時に開催しています。 
注：月曜日が祝日の場合には第三日曜日

性感染症について知りたい、相談や心配事がある、
そんな方はご相談ください。 お話をお聞きし、一緒
に考えるお手伝いをします。 電話相談と対面相談を
行っています。相談員にはゲイの人もいて安心です。

www.charmjapan.com/charmsoudan/

https://www.dista.osaka/

SO ・ SO ・ SO
総合相談窓口

堺保健センター（堺市役所敷地内） ◉
堺市堺区南瓦町3-1 ☎072-238-0123

第4木曜日／9時15分～10時45分美原保健センター ◉
堺市美原区黒山782-11 ☎072-362-8681

第4火曜日／9時15分～10時45分東保健センター ◉
堺市東区日置荘原寺町195-1（東区役所内） ☎072-287-8120

第3水曜日／9時15分～10時45分南保健センター ◉
堺市南区桃山台1-1-1（南区役所内） ☎072-293-1222

第2火曜日／9時15分～10時45分北保健センター ◉
堺市北区新金岡町5-1-4（北区役所内） ☎072-258-6600

ＨＩＶ・梅毒
奇数月・第3水曜日
18時30分～20時（先着25名）

西保健センター ◉
堺市西区鳳東町6丁600（西区役所内） ☎072-271-2012

第1火曜日／9時15分～10時45分

中保健センター ◉
堺市中区深井沢町2470-7（中区役所内） ☎072-270-8100

第3月曜日／9時15分～10時45分

第4水曜日／9時15分～10時45分

［ 堺市 ］

サンスクエア堺
堺市堺区田出井町2-1 サンスクエア堺B棟地下1階 
第5会議室　☎072-222-9933
（堺市保健所 感染症対策課（開庁時間のみ））

第56号

エイズに関するご相談を電話で受け付けてい
ます。お気軽にご連絡ください。

HIV陽性とわかった時、またエイズや性感染症について相談したり、情報が欲しい時、
大阪には相談できるサービスや支援があります。気軽にお問い合わせください。

住所:大阪市北区堂山町11-2 堂山山よしビル4F

Https://www.dista.osaka/

堂山山よし
ビル4F
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0120-177-812（無料）
※携帯電話からは、　　　　　　　   まで（有料）
月曜～金曜/10:00～13:00、14:00～17:00

03-5259-1815
（祝日は除く）

エイズ予防財団

カフェイベント『あんおぽ』

相談がしたいHIV陽性の方

HIV陽性のゲイ・バイセクシャル男性

HIV検査や性感染症などに不安がある方

エイズに関する様々な相談をしたい方

06-6361-9300
木曜～月曜/18:00～21:00 （火・水曜休館）

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
平
均
年
齢

は
四
十
・
六
歳
で
し
た
。
年
代
別

で
は
三
十
代
が
最
も
多
く
、
次
い

で
四
十
代
、
二
十
代
と
続
き
ま
し

た
。
南
界
堂
通
信
を
読
ん
だ
こ
と

が
あ
る
人
は
二
十
二
・
一
％
、
読

ん
だ
こ
と
は
な
い
が
知
っ
て
い
る

二
十
五
・
五
％
、
知
ら
な
い
人
は

五
十
二
・
四
％
で
し
た
。
今
本
誌

を
読
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
様
の

中
に
も
、
回
答
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま

す
。

　

ま
ず
は
、
セ
ッ
ク
ス
ラ
イ
フ
に

つ
い
て
の
回
答
で
す
。
過
去
六
ヵ

月
月
以
内
に
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
る

人
は
四
十
二
・
二
％
、
友
達
・
セ

ク
フ
レ
な
ど
の
特
定
の
相
手
が
い

る
人
は
四
十
一
・
四
％
、
そ
の
場

限
り
の
相
手
と
セ
ッ
ク
ス
を
し
た

こ
と
が
あ
る
人
は
四
十
八
・
五
％

で
し
た
。
ま
た
、
お
金
を
も
ら
っ

て
セ
ッ
ク
ス
し
た
こ
と
が
あ
る
人

は
五
・
三
％
、
お
金
を
払
っ
て
セ

ッ
ク
ス
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
十
・

五
％
で
し
た
。

　

次
に
、
予
防
行
動
に
関
す
る
回

答
で
す
。
過
去
六
ヵ
月
の
間
で
、

P
r
E
P
を
利
用
し
た
こ
と
の
あ

る
人
は
八
・
〇
％
、
コ
ン
ド
ー
ム
を

購
入
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
二
十

四
・
八
％
、
H
I
V
抗
体
検
査
を

受
検
し
た
人
は
十
二
・
四
％
で
し

た
。
さ
ら
に
、
U=

U
を
知
っ
て
い

る
と
回
答
し
た
人
は
四
十
五
・
五

％
で
し
た
。
こ
の
数
値
、
ど
う
感

じ
ら
れ
ま
す
か
？

　

そ
し
て
、
性
感
染
症
予
防
へ

の
認
識
に
つ
い
て
の
回
答
で
す
。

い
く
つ
か
の
選
択
肢
の
中
か
ら
当

て
は
ま
る
回
答
を
選
ん
で
い
た
だ

い
た
結
果
、
最
も
多
か
っ
た
回
答

は
、「
安
心
し
て
セ
ッ
ク
ス
し
た
い

か
ら
」
が
六
十
三
・
八
％
で
し
た
。

さ
ら
に
、
コ
ン
ド
ー
ム
、
H
I
V

抗
体
検
査
、
P
r
E
P
、
A
型
肝

炎
や
B
型
肝
炎
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン

そ
れ
ぞ
れ
の
予
防
方
法
に
つ
い
て

同
様
の
質
問
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

す
べ
て
の
予
防
方
法
で
「
安
全
性
が

高
い
と
思
う
か
ら
」
と
い
う
回
答
が

最
も
高
い
割
合
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
は
、
図
１
に
示

し
ま
す
。
予
防
方
法
に
つ
い
て
の

イ
メ
ー
ジ
は
、「
安
心
」
や
「
安
全
」

が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の

中
で
も
、
コ
ン
ド
ー
ム
は
、
安
全

性
へ
の
信
頼
が
特
に
高
い
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

ご
自
身
の
セ
ッ
ク
ス
ラ
イ
フ
や

予
防
行
動
・
認
識
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
と
比
べ
て
み
て
、「
自
分
も

同
じ
だ
な
」
と
感
じ
る
も
の
も
あ
れ

ば
、「
少
し
違
う
か
も
」
と
思
う
も

の
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、「
安
心
し
て
セ
ッ
ク
ス

し
た
い
」
と
い
う
思
い
は
、
多
く
の

人
の〝
セ
ッ
ク
ス
を
楽
し
み
た
い
〞

と
い
う
気
持
ち
か
ら
生
じ
て
い
る

も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
き
っ
か
け

に
、
ご
自
身
の
セ
ッ
ク
ス
ラ
イ
フ

や
予
防
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て

考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

本
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
、
バ
ー
の
マ
マ
さ
ん
、

ハ
ッ
テ
ン
場
の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
、
コ

ン
ド
ー
ム
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
作
成
に
お

力
添
え
い
た
だ
い
た
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ

ー
の
み
な
さ
ん
、
配
布
に
関
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

秋号の紙面 V I EW

時事ネタWATCH
男朋友
エイズ対策のキーパーソンたち
知られざる偉人伝 「橋本 治（その4）」

3面

2面

4-5面

7面

発行：MASH大阪
〒530-0027 大阪市北区堂山町11-2 堂山山よしビル4F

☎＆　 06-6361- 9300
ht tps ://www.d is ta .osaka/

こちらのHIV検査場はすべて無料・匿名です 大阪府版（2026年7月20日現在）

淀川区役所 保健福祉センター ◉
大阪市淀川区十三東2-3-3 ☎06-6308-9882

北区役所 保健福祉センター ◉
大阪市北区扇町2-1-27 ☎06-6313-9882

［ 大阪市 ］

中央区役所 保健福祉センター 
大阪市中央区久太郎町1-2-27 ☎06-6267-9882

chotCAST
大阪市中央区東心斎橋1-7-30 21心斎橋ビル4階
火・木・土・日曜日／☎06-4708-5035
※いずれも検査実施時間帯のみ
［木曜日、土・日曜日はWEB予約］
 https://chotcast.com

大阪検査相談・啓発・支援センター

月曜日／14時～15時30分
火曜日／9時30分～11時

月・金曜日／9時30分～11時
水曜日／14時～15時30分
第5金曜日／18時～19時30分（定員100名）

火・水・木◉／9時30分～11時
第１金曜日★（HIVのみ）／14時～15時

火曜日／18時～19時50分（先着50名）
ＨＩＶ・梅毒・Ｂ型肝炎

木曜日★／18時～19時30分
（先着50名）（予約制） ＨＩＶ・梅毒・Ｂ型肝炎
土・日曜日★／14時～15時30分
（先着50名）（予約制） ＨＩＶ・梅毒・Ｂ型肝炎

※下記ホームページで、必ず検査実施状況をご確認ください。
   http://www.smartlifeclinic.com/

エイズの知識を深め、HIV検査に行ってみませんか？ 以下の検査施設では、無料・匿名でHIV検査を受ける事ができます。 

南界堂通信の
X（旧Twitter）をフォローして

最新情報をチェック！

●かつての名曲のAIカバー版をYouTubeで
聴いてます。最近「お、スゲェ」となったのはみゆ
き姉「旅人のうた」とスピッツ「楓」。前者は革命
歌に、後者はエルフたちの合唱に変貌しててス
テキよ（哲）
●6月28日、青森レインボーパレード。青森駅
前公園で参加者はラジオ体操をしてから歩き
ました。官庁街は静かですが、商店街では小旗
を振っての声援。アフターパーティーや二次会
も有意義でした。（泰平） 
●青森レインボーパレード、人から誘われて初
参加しました。企業ブースが大半を占めもはや
商業見本市と化した○京と違って、地方のパ
レードはほのぼの感で良いですね(^0^)。９月
の富山パレードも行こうか思案中です。（大畑）

 @namkaido

 ［  南界堂通信第56号 編集後記 ］

※定例外で実施することがございますので、実施日はウェブサイトでご確認ください。

※検査実施状況は変更となる可能性がございますので、必ずホームページにて最新情報をご確認ください。

※6月1日以降、寝屋川市池田西町28－22へ移転

※PrEP
（pre-exposure prophylaxis：曝露前予防投与）とは、HIV
に感染していない人や感染リスクの高い人が、感染リス
クのある状況に備えて抗HIV薬を事前に服用し、感染を予
防する方法です。

文◉澤田華世（名古屋市立大学大学院看護学研究科）
精神科の病院で勤務してきた経験を活かし、distaでは、気軽に専門
家とおしゃべりするプログラム『しゃべるかぁ』（月4回開催）を担当
しています。

昨年発行された南界堂通信53号では、2024年に実施した
Communityアンケートの結果をご報告しました。
今回はその続きとして、2025年に実施した
Communityアンケートの結果の一部をご紹介します。

“セックスを楽しむためには”
  を考える
― 「2025 Communityアンケート」より ―

この資材は、令和8年度厚生労働省委託事業
「MSM等向けコミュニティセンターを活用した広報等一式」

事業費により制作されました。

イラスト：げっつい

図1. 予防方法別の認識「安全性が高いと
      思うから」の回答の割合

0 10 20 30 40 50 60 70 80

コンドーム

HIV抗体検査

PrEP

ワクチン

70%

59.2%

44.7%

44.8%
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お
り
、
深
刻
化
す
る
人
権
侵
害
に

対
し
て
極
め
て
受
動
的
な
姿
勢
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」　

　

ま
た
、
こ
の
基
本
計
画
に
は
、

「
S
O
G
I
（
注
：
性
的
指
向
と

性
自
認
）
は
成
長
過
程
に
お
い
て

変
動
が
あ
り
得
る
も
の
と
さ
れ
て

お
り
、
若
年
層
に
対
す
る
普
及
啓

発
の
際
に
は
、
心
身
の
発
達
に
応

じ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
」
と

の
記
載
も
見
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
性
的
指
向
が
、
「
成
長
過
程

に
お
い
て
変
動
が
あ
り
得
る
」
と

い
う
の
は
本
当
で
し
ょ
う
か
？

（
果
た
し
て
科
学
的
知
見
に
基
づ

く
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？
）

　

こ
の
点
、
別
の
法
律
に
基
づ
く
エ

イ
ズ
予
防
指
針
で
は
、
「
青
少
年
に

対
す
る
教
育
等
を
行
う
際
に
は
、

…
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
、
青

少
年
自
身
の
性
的
指
向
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
性
に
対

す
る
考
え
方
等
に
は
多
様
性
が
あ

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
や
状

況
に
応
じ
た
教
育
等
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
て
、

こ
ち
ら
の
方
が
ま
っ
と
う
な
事
を

述
べ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

と
も
か
く
、
問
題
点
は
あ
る
と

は
い
え
、
何
と
か
基
本
計
画
が
出

来
た
の
で
す
か
ら
、
「
実
効
性
を

確
保
で
き
る
か
」
が
問
わ
れ
て
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
の

基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
る
！

中高年ＭＳＭと暮らし

　

本
誌
四
十
四
号
で
紹
介
し
た
、

二
〇
二
三
年
六
月
に
成
立
し
た

「
性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に
関

す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
に
関
す

る
法
律
（
い
わ
ゆ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理

解
増
進
法
）
」
の
、
第
八
条
で

「
政
府
は
、基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、

性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に
関
す
る
国

民
の
理
解
の
増
進
に
関
す
る
施
策
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る

た
め
、性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に
関

す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
に
関
す
る

基
本
的
な
計
画
を
策
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」
と
定
め
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
基
本
計
画

の
策
定
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、

三
年
を
経
て
よ
う
や
く
、
本
年
六

月
十
六
日
、
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
律
の
施
行
か
ら
基
本
計
画
の

策
定
ま
で
に
三
年
を
要
し
た
こ
と

は
異
例
で
、
報
道
で
は
、
「
法
制

定
段
階
か
ら
推
進
派
と
保
守
派
と

の
間
で
意
見
の
隔
た
り
が
大
き
く
、

遅
れ
て
い
た
基
本
計
画
が
よ
う
や

く
策
定
さ
れ
た
。同
法
は
罰
則
の
な

い
理
念
法
で
、具
体
的
な
施
策
の
指

針
と
な
る
計
画
に
基
づ
き
、実
効
性

を
確
保
で
き
る
か
が
問
わ
れ
る
。」

（
共
同
通
信
）
と
評
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

内
容
に
つ
い
て
も
「
L
G
B
T

法
連
合
会
」
が
、
声
明
で
以
下
の

問
題
点
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

「
全
体
的
に
啓
発
と
、一
次
的
な

相
談
対
応
以
上
の
内
容
が
見
ら
れ

ず
、実
効
性
あ
る
施
策
が
十
分
に
示

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、懸
念

が
拭
え
な
い
。法
律
に
は
学
校
に
お

け
る
「
教
育
又
は
啓
発
」
の
努
力

義
務
が
明
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
教
育
の
実
施
に
つ
い

て
の
記
載
が
ほ
と
ん
ど
な
い
…
。

相
談
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
も
、

専
門
相
談
機
関
の
役
割
や
多
機
関

連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
記
載

が
見
ら
れ
ず
、
困
難
の
解
消
に
向

け
た
実
効
性
に
懸
念
が
あ
る
。
激

化
す
る
誹
謗
中
傷
へ
の
対
策
に
つ

い
て
も
「
具
体
的
な
削
除
要
請
の

方
法
等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
等

を
行
う
」
と
の
記
載
に
留
ま
っ
て

https://lgbtetc.jp/
news/4522/
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い
と
は
考
え
て
い
ま
し
た
。　
　

M
：
そ
れ
で
大
阪
の
大
学
へ
？　
　

T
：
そ
う
、
情
報
系
の
学
部
に
編
入

し
ま
し
た
。

M
：
全
寮
制
の
高
専
か
ら
都
会
の
大

学
へ
、
っ
て
大
き
な
変
化
で
し
た
？

T
：
そ
れ
は
も
う
。
高
専
時
代
は
親

の
保
護
の
も
と
で
勉
強
さ
せ
て
も

ら
っ
た
時
期
で
し
た
が
、
大
学
に
入

る
と
、
将
来
の
こ
と
、
就
職
の
こ
と

を
考
え
な
が
ら
大
学
生
と
し
て
の
責

任
を
感
じ
つ
つ
過
ご
し
た
時
期
で
し

た
ね
。

M
：
堂
山
と
か
d
i
s
t
a
と
の
出

会
い
は
？

T
：
大
学
生
に
な
っ
て
S
N
S

（
m
i
x
i
）
を
始
め
、
そ
こ
で
知

り
合
っ
た
人
に
d
i
s
t
a
に
連
れ

て
来
ら
れ
た
の
が
最
初
で
す
。
二
十  

年
く
ら
い
前
の
こ
と
。
何
か
イ
ベ
ン

ト
を
し
て
い
た
の
か
、
そ
よ
風
さ

ん
、
ア
フ
リ
ー
ダ
さ
ん
と
い
っ
た
ド

ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
の
方
が
い
た
し
、

ゲ
イ
雑
誌
で
見
た
こ
と
の
あ
る

G
O
G
O 

B
O
Y
の
方
も
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
ホ
ゲ
ま
く
っ
て
い
る

人
も
い
て
、
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い

「
二
度
と
来
な
い
だ
ろ
う
な
」
な
ん

て
思
い
ま
し
た
（
笑
）
。
そ
の
と
き

は
ゲ
イ
タ
ウ
ン
の
存
在
さ
え
知
ら
な

か
っ
た
の
で
…
。　
　
　
　
　
　

M
：
「
二
度
と
来
な
い
」
は
ず
が
心

変
わ
り
し
た
の
は
？

T
：
ス
グ
で
し
た
（
笑
）
。
何
も
か

も
が
新
鮮
で
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。

そ
ん
な
と
き
、
ほ
ぼ
同
時
に

d
i
s
t
a
と
E
X
P
L
O-

S
I
O
N
の
イ
ベ
ン
ト
で
「
D
J

や
っ
て
み
な
い
？
」
と
、
友
人
か
ら

誘
わ
れ
た
ん
で
す
。
せ
っ
か
く
の
機

会
と
思
い
、
早
速
先
輩
D
J
に
教
え

て
も
ら
い
機
材
と
音
源
を
揃
え
ま
し

た
。
今
か
ら
十
八
年
前
の
こ
と
。
そ

れ
か
ら
今
に
至
り
ま
す
。
　
　
　
　

M
：
会
社
勤
め
し
な
が
ら
D
J
や

る
っ
て
大
変
？

T
：
そ
う
で
す
ね
…
で
も
、
も
と
も

と
音
楽
が
好
き
で
ラ
イ
ブ
や
フ
ェ
ス

に
行
っ
て
い
た
し
、
よ
く
聴
く
ラ
ジ

オ
の
影
響
も
あ
っ
て
洋
楽
邦
楽
に
馴

染
み
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
や
っ
て

み
よ
う
」
と
な
り
ま
し
た
。
実
際
に

や
っ
て
み
て
、
自
分
の
か
け
た
曲
に

あ
わ
せ
て
お
客
さ
ん
が
フ
ロ
ア
で
楽

し
そ
う
に
踊
っ
て
い
る
の
を
見
る
と

「
あ
あ
、帰
ら
ず
に
こ
こ
に
居
て
く
れ

て
い
る
ん
だ
」と
感
じ
ら
れ
て
嬉
し

く
な
り
ま
し
た
ね
。一
方
で
、
踊
る

M
A
S
H
大
阪（
以
下
、M
）：
ご
出
身

は
？

T
A
K
E（
以
下
、T
）：
滋
賀
県
の

彦
根
市
で
す
。
中
学
卒
業
ま
で
彦
根

に
住
ん
で
、
そ
こ
か
ら
高
等
専
門
学

校
（
高
専
）
に
進
学
。
電
気
工
学
を

専
攻
し
て
、
勉
強
と
遊
び
に
明
け
暮

れ
な
が
ら
五
年
間
の
寮
生
活
を
過
ご

し
ま
し
た
。
た
だ
、
電
気
工
学
と
い

う
分
野
が
自
分
に
合
っ
て
い
る
感
覚

が
あ
ん
ま
り
な
く
て
、
そ
れ
で
大
学

に
進
学
す
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。

そ
れ
に
、
ゲ
イ
と
し
て
の
自
覚
は

あ
っ
た
し
、
都
会
の
大
学
に
行
き
た

だ
け
じ
ゃ
な
く
お
喋
り
し
て
い
る
と

き
も
あ
れ
ば
、
ス
マ
ホ
ば
っ
か
り
見

て
つ
ま
ら
な
さ
そ
う
に
し
て
い
る
と

き
も
あ
る
し
、
ど
っ
ち
に
し
て
も
自

分
自
身
の
プ
レ
イ
に
応
じ
て
反
応
が

返
っ
て
く
る
の
が
D
J
の
醍
醐
味
な

の
か
な
、
と
。　
　
　
　
　
　
　
　

M
：
D
J
や
る
と
き
の
準
備
っ
て
ど

う
や
る
の
？　
　
　
　
　
　
　

T
：
D
J
を
は
じ
め
た
当
時
は
ラ

ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
気
に
入
っ
た
曲
が

あ
る
と
、
メ
モ
す
る
な
ど
し
て

i
T
u
n
e
s
で
リ
ミ
ッ
ク
ス
を
探

し
、
試
聴
し
て
気
に
入
っ
た
ら
買
い
、

C
D
に
焼
く
っ
て
い
う
手
順
。
今
は
サ

ブ
ス
ク
音
楽
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
聴
い

て
、
気
に
入
っ
た
の
を
U
S
B
メ
モ
リ

に
保
存
し
て
終
わ
り
で
す
。
だ
い
ぶ

簡
単
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　

M
：
な
る
ほ
ど
、
仕
事
の
半
分
は
家

で
完
結
な
ん
で
す
ね
。
好
き
な
ジ
ャ

ン
ル
は
？　
　
　
　
　
　
　
　

T
：
一
番
は
ハ
ウ
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
。
で
も
ハ
ウ
ス
、
R
＆
B
、
ロ
ッ

ク
な
ど
何
で
も
聴
き
ま
す
。
ハ
ウ
ス

だ
と
B
P
M
一
二
〇
〜
一
三
〇
ぐ
ら

い
が
音
に
合
わ
せ
て
踊
り
や
す
い
の

で
好
き
で
す
。
二
〇
〇
〇
年
代
の

E
X
P
L
O
S
I
O
N
は
オ
ネ
エ
ハ

ウ
ス
全
盛
で
、
マ
ド
ン
ナ
や
カ
イ

リ
ー
・
ミ
ノ
ー
グ
な
ど
、
デ
ィ
ー

ヴ
ァ
の
ヴ
ォ
ー
カ
ル
に
合
わ
せ
て
み

ん
な
で
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
も

あ
っ
て
自
分
は
四
つ
打
ち
で
気
持
ち

よ
く
踊
れ
る
ハ
ウ
ス
が
好
き
な
ん
だ

と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
ね
。

M
：
十
八
年
間
続
け
て
き
て
、
D
J

の
ス
タ
イ
ル
に
変
化
が
あ
っ
た
？

T
：
わ
り
と
最
近
ま
で
は
フ
ロ
ア

の
お
客
さ
ん
を
見
な
が
ら
「
こ
の

人
た
ち
に
盛
り
上
が
っ
て
も
ら
う

に
は
こ
の
曲
を
か
け
よ
う
」
と
い

う
、
お
客
さ
ん
フ
ァ
ー
ス
ト
の
ス

タ
イ
ル
で
や
っ
て
き
た
ん
で
す

が
、
「
そ
れ
だ
と
緩
急
が
な
く

ず
っ
と
ピ
ー
ク
時
み
た
い
に
な
っ

て
し
ま
う
。
イ
ベ
ン
ト
全
体
の
流

れ
を
汲
ん
で
プ
レ
イ
し
た
ほ
う
が

い
い
よ
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を

先
輩
の
D
J
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
通
り
だ
と
納
得
し
ま
し

た
し
「
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い

か
ら
、
変
え
て
い
こ
う
」
と
。
ま

た
、
自
分
の
好
き
な
音
も
出
し
た

い
と
思
い
、
ハ
ウ
ス
〜
テ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
も
プ
レ
イ
し
た
り
し
ま
す

が
、
正
直
ま
だ
試
行
錯
誤
中
で

す
。
こ
の
仕
事
、
カ
ラ
ダ
が
「
も

う
無
理
！
」
っ
て
言
う
ま
で
は
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

M
：
d
i
s
t
a
デ
ビ
ュ
ー
が
堂
山

デ
ビ
ュ
ー
に
も
な
っ
た
D
J 

T
A
K
E
さ
ん
で
す
が
…

T
：
あ
の
頃
は
d
i
s
t
a
に
来

れ
ば
誰
か
に
会
え
る
、そ
ん
な
場

所
。そ
の
後
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

交
友
関
係
が
拡
が
り
、人
生
の
酸
い

も
甘
い
も
経
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
（
笑
）
。
こ
れ
か
ら
も
機
会

が
あ
れ
ば
M
A
S
H
大
阪
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
微
力
で
す
が
お
力

添
え
し
た
い
で
す
。

M
：
温
か
い
お
言
葉
、
忘
れ
ま
せ
ん

よ
〜
〜
〜

ウ
レ
シ
イ
の
は「
帰
ら
ず
に
こ
こ
に
居
て
く
れ
て
い
る
！
」

っ
て
思
え
る
と
き
…

二
十
年
近
く
、E
X
P
L
O
S
I
O
N
や
E
A
G
L
E 

O
S
A
K
A
な
ど
の
ゲ
イ
ク
ラ
ブ
や〈
Z
U
M
A
N
I
T
Y
〉や

〈
N
U
D
E
〉な
ど
の
ゲ
イ
イ
ベ
ン
ト
で
お
馴
染
み
の
D
J 

T
A
K
E
さ
ん
。

D
J
と
い
う
お
仕
事
に
つ
い
て
、d
i
s
t
a
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

&
プライドクルーズ大阪

　

本
誌
で
も
度
々
取
り
上
げ

て
き
た
、
「
結
婚
の
自
由
を
す

べ
て
の
人
に
」
訴
訟
が
、
本
年

三
月
、
い
ず
れ
の
地
域
も
（
札

幌
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
、

福
岡
）
、
最
高
裁
判
所
の
大
法

廷
へ
回
付
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
最

高
裁
の
十
五
名
の
裁
判
官
全

員
に
よ
る
審
理
が
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
そ
う
遠
く
な
い
日

に
、
「
法
律
上
同
性
の
者
ど
う

し
が
結
婚
で
き
な
い
現
行
法

が
憲
法
に
違
反
す
る
か
」
に
つ

い
て
、
最
高
裁
で
判
決
が
言
い

渡
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
大
阪
で
は
、
五

月
二
十
三
日
、
「
プ
ラ
イ
ド
ク

ル
ー
ズ
大
阪
」
が
開
催
さ
れ
、

大
川
・
天
満
橋
の
船
着
き
場
か

ら
、
複
数
の
船
を
出
し
て
、
川

沿
い
に
向
け
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の

権
利
の
ア
ピ
ー
ル
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
、
い
わ
ば
水
上
の
パ
レ
ー
ド

で
す
が
、
そ
の
一
隻
は
、
婚
姻

の
平
等
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の

で
し
た
。

す
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な
吉
野
と
呼
ば

れ
る
所
で
、
大

阪
や
京
都
か
ら

は
随
分
遠
い
と

こ
ろ
だ
と
思
っ

て
い
る
人
が
多

い
の
で
す
が
、

吉
野
は
南
和
地

区
の
北
の
端
な

ん
で
す
ね
。
こ

こ
か
ら
南
和
地
区
の
最
南
端
に
あ

る
十
津
川
村
ま
で
は
車
を
飛
ば
し

て
も
九
十
分
か
か
る
。
で
も
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
を
使
え
ば
十
五
分
で
着
く

ん
で
す
。

M
：
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
！ 

宇
野
先
生

も
乗
ら
れ
た
？
　
　
　
　

宇
：
残
念
な
が
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に

乗
る
に
は
特
別
な
資
格
が
い
る
ん

で
す
。
で
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
お
見

せ
で
き
ま
す
よ
。

M
：
（
興
奮
し
て
）
わ
ー
い
！ 

あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

M
：
特
別
な
資
格
と
い
え
ば
、
今

回
、
こ
の
病
院
が
エ
イ
ズ
治
療
拠
点

病
院
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
よ
ね
？ 

拠
点
病
院
の
申
請
と
認
定
に
至
る

過
程
に
お
い
て
先
生
の
働
き
が
大
き

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
ま

す
が
…

宇
：
仰
る
通
り
で
す
。
ま
ず
、
拠
点

病
院
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
「
当
院

は
H
I
V
陽
性
の
方
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
ま
す
」
と
表
明
す
る
こ
と
で

す
か
ら
、
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
が

そ
う
し
た
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
当
院
は
南
和
地
域
医
療

の
中
核
と
な
る
病
院
で
す
か
ら
、
私

は
ス
タ
ッ
フ
に
「
地
域
の
人
が
病
気

で
困
っ
て
い
る
と
き
に
、
そ
れ
が

H
I
V
だ
と
し
て
、
拒
否
で
き
ま
す

か
？
」
と
問
い
か
け
ま
し
た
。
返
っ

て
き
た
答
え
は
驚
く
ほ
ど
あ
っ
さ
り

と
「
受
け
入
れ
で
き
ま
す
よ
」
と
い

う
も
の
で
し
た
。

　
次
に
、
認
定
を
受
け
る
に
は
厚
労

省
が
定
め
る
施
設
・
設
備
・
ス
タ
ッ

フ
の
教
育
な
ど
に
か
か
わ
る
条
件
を

ク
リ
ア
―
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
こ
こ
は
豊
富
な
経
験
を
持

つ
埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
の
塚
田
訓
久
先
生
と
奈
良
県
立

医
科
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
に
助
け
て
い

た
だ
い
て
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
を
行

い
、
奈
良
県
庁
、
厚
労
省
と
の
折
衝

を
進
め
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
次
第
で
す
。

M
：
そ
も
そ
も
認
定
を
受
け
よ
う
と

思
っ
た
動
機
は
？

宇
：
こ
こ
が
H
I
V
陽
性
の
方
が
安

心
し
て
通
院
で
き
る
環
境
で
す
よ
と

い
う
こ
と
を
表
明
し
た
か
っ
た
。
そ

う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は

コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ

も
最
初
は
よ
く
分
か
ら
な
い
、
特
別

な
病
気
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た

が
、
現
在
で
は
通
常
の
感
染
症
の
ひ

と
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

M
A
S
H
大
阪（
以
下
、M
）：
病
院

の
玄
関
に
「
南
和
の
医
療
は
南
和
で

守
る
」
と
い
う
標
語
ら
し
き
も
の
が

大
き
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
び
っ

く
り
。
病
院
側
の
並
々
な
ら
ぬ
決
意

表
明
な
の
か
な
ぁ
っ
て
思
っ
た
の
で

す
が
…

宇
野（
以
下
、宇
）：
そ
う
、
こ
の
病

院
の
存
在
意
義
を
一
言
で
あ
ら
わ
し

た
も
の
な
ん
で
す
。
ご
承
知
の
よ
う

に
奈
良
県
は
、
奈
良
市
、
生
駒
市
、

橿
原
市
な
ど
人
口
が
密
な
地
域
が
県

の
北
部
に
集
中
し
て
い
て
、
県
の
面

積
の
三
分
の
二
を
占
め
る
南
部
は
紀

伊
山
地
を
中
心
と
す
る
過
疎
地
域
な

ん
で
す
ね
。
こ
こ
を
私
た
ち
は
南
の

大
和
と
い
う
意
味
で
南
和
と
呼
ん
で

い
る
の
で
す
が
、
十
年
前
ま
で
、
こ

の
地
域
に
は
急
性
期
の
患
者
さ
ん
に

対
応
で
き
る
総
合
病
院
が
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
奈
良
県
が
予
算
の
半

分
、
残
り
半
分
を
関
係
す
る
市
町
村

が
負
担
し
て
新
た
な
総
合
病
院
が
誕

生
し
た
ん
で
す
。
ゼ
ロ
か
ら
作
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
三
つ
の
公
立
病
院

の
合
併
と
い
う
か
た
ち
を
と
り
ま
し

た
。
十
年
前
の
こ
と
で
す
。
　
　

M
：
あ
、
な
る
ほ
ど
。
十
年
前
と
い

う
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
も
経
験
さ
れ

た
？
　
　

宇
：
そ
う
で
す
。
南
和
地
域
の
コ
ロ

ナ
患
者
さ
ん
は
全
員
受
け
入
れ
ま
し

た
。
病
院
が
あ
る
の
は
、
桜
で
有
名

こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
H
I
V
に
も
起

き
て
ほ
し
い
。
う
れ
し
か
っ
た
の

は
、
総
務
省
が
一
九
八
六
年
以
降
毎

年
、
地
域
医
療
で
成
果
を
上
げ
て
い

る
自
治
体
立
病
院
を
表
彰
す
る
「
自

治
体
立
優
良
病
院
総
務
大
臣
表
彰
」

と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
が
、
コ
ロ

ナ
対
応
を
含
め
た
当
病
院
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
、
令
和
七
年
度
の

同
表
彰
を
授
与
さ
れ
た
ん
で
す
。
表

彰
の
理
由
は
、
①
年
間
三
五
〇
〇

件
以
上
の
救
急
車
・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

に
よ
る
搬
送
を
引
き
受
け
、「
断
ら

な
い
病
院
」と
し
て
救
急
医
療
を
提

供
し
て
い
る
、②
へ
き
地
医
療
を
支

援
す
る
様
々
な
取
り
組
み
が
軌
道

に
乗
り
つ
つ
あ
る
、③
感
染
症
内
科

医
師
と
感
染
管
理
認
定
看
護
師
が

地
域
に
出
向
き
、地
域
の
感
染
症
対

策
に
貢
献
し
て
い
る
、
な
ど
で
し

た
。

M
：
発
足
後
十
年
で「
断
ら
な
い
病

院
」と
い
う
評
価
が
定
着
し
て
い
る

の
で
す
ね
！

分
で
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

M
：
も
し
地
域
で
医
療
・
介
護
・
福
祉

を
提
供
す
る
側
が
H
I
V
に
か
か
わ

る
十
分
な
教
育
を
受
け
て
い
れ
ば
陽

性
の
方
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
は
大
幅
に

軽
減
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。

宇
：
そ
の
通
り
で
す
。
例
え
ば
、
外

国
籍
の
H
I
V
陽
性
者
の
ケ
ー
ス
が

あ
り
、
仕
事
で
の
問
題
が
発
生
し
て

い
た
た
め
に
そ
の
問
題
点
を
整
理

し
、
滞
在
外
国
人
支
援
の
N
P
O
と

協
働
し
て
、
会
社
の
産
業
医
に
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
多
種

の
医
療
従
事
者
と
N
P
O
・
N
G
O

関
係
者
が
集
う
臨
床
カ
ン
フ
ァ
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
て
こ
そ
で
き
た
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
一
方
で
、
医
療
従
事
者
が

N
P
O
・
N
G
O
関
係
者
か
ら
学
ぶ

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

U=

U
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
浸
透
し
た

お
か
げ
で
H
I
V
陽
性
の
方
た
ち
が

抱
え
て
い
た
内
な
る
ス
テ
ィ
グ
マ
が

軽
減
さ
れ
た
の
で
す
が
、そ
う
し
た

情
報
が
医
療
従
事
者
に
は
共
有
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
り
す
る
。
　
　
　
　

M
：
今
後
も
医
療
従
事
者
と

N
P
O
・
N
G
O
の
連
携
は
続
け
て

い
き
た
い
と
？

宇
：
も
ち
ろ
ん
で
す
。
医
療
従
事
者

と
N
P
O
・
N
G
O
の
連
携
、
N
P

O
・
N
G
O
同
士
の
連
携
の
重
要
性

　
　
　
　
　

M
A
S
H
大
阪（
以
下
、M
）：
関
西

H
I
V
臨
床
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
以

下
、
臨
床
カ
ン
フ
ァ
）
の
リ
ー
ダ
ー

に
な
ら
れ
て
十
年
。
五
年
前
の
取
材

の
際
、
臨
床
カ
ン
フ
ァ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
H
I
V
治
療
の
最
新
情
報
を
広

く
地
域
の
医
療
従
事
者
に
伝
え
て
い

く
こ
と
だ
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
が
、

お
勤
め
の
病
院
が
拠
点
病
院
に
な
っ

た
今
、
何
か
変
化
は
あ
り
ま
す
か
？

宇
野（
以
下
、宇
）：
そ
う
で
す
ね
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
自
体
は
基
本
的
に
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、
今
な
ら
医
療
従
事
者

に
卒
後
教
育
の
場
を
提
供
し
、

H
I
V
治
療
を
地
域
の
医
療
と
介

護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
落
と
し
込
む

こ
と
を
支
援
す
る
の
が
私
た
ち
の
任

務
だ
、
と
言
い
た
い
。
ご
承
知
の
よ

う
に
、
H
I
V
治
療
は
病
院
内
で
は

完
結
せ
ず
、陽
性
の
方
は
歯
医
者
さ

ん
に
も
行
く
し
、結
核
に
罹
れ
ば
専

門
の
病
院
に
行
く
し
、腎
臓
が
悪
く

な
れ
ば
人
口
透
析
に
通
う
こ
と
も
あ

る
。自
宅
で
訪
問
看
護
や
介
護
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
ん
な
と
き
自
分
が
H
I
V
陽
性
で

あ
る
こ
と
を
言
う
べ
き
か
ど
う
か
思

い
悩
む
。
言
う
べ
き
か
ど
う
か
を
自

は
前
任
の
松
浦
基
夫
先
生
か
ら
引
き

継
い
だ
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
し
、
今

後
と
も
強
化
し
て
い
き
た
い
。
そ
の

た
め
、
こ
の
二
つ
の
連
携
に
名
前
を

付
け
、
一
つ
の
枠
組
み
と
し
て
位
置

付
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ど
ん
な

組
織
も
人
は
変
っ
て
い
く
か
ら
、
活

動
を
続
け
る
に
は
枠
組
み
が
必
要
だ

と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
：
枠
組
み
の
名
前
は
？
　
　

宇
：
な
な
い
ろ
通
り
商
店
街

M
：
カ
ワ
イ
〜
イ
！
　
　
　
　

宇
：
少
な
く
と
も
年
一
回
の
総
会
の

と
き
に
は
、
な
な
い
ろ
通
り
商
店
街

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

M
：
臨
床
カ
ン
フ
ァ
の
ほ
か
に
院
外

で
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

宇
：
週
に
一
回
、
中
和
地
区
、
つ
ま

り
奈
良
県
中
部
の
保
健
所
で
県
の
保

健
行
政
官
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

県
内
の
七
五
の
病
院
が
感
染
症
対
策

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
を
評
価

し
、
行
政
の
課
題
を
抽
出
し
て
保
健

所
に
報
告
す
る
仕
事
で
す
。
そ
れ
と

地
域
で
、病
気
で

困
っ
て
る
人
が
い
た
と
し
て
、

そ
の
病
気
が

H
I
V
だ
と
し
た
ら
…

　

二
〇
〇
〇
年
代
の
初
め
か
ら

H
I
V
診
療
に
か
か
わ
り
、関

西
H
I
V
臨
床
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
の
代
表
も
務
め
る
宇
野
健
司

先
生
。二
〇
二
一
年
冬
号
以
来
二

度
目
の
取
材
と
な
る
今
回
は
、

先
生
の
職
場
で
あ
る
南
奈
良

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　

取
材
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、同
セ
ン
タ
ー
が
昨
年
、県

内
で
三
つ
目
の
エ
イ
ズ
治
療
拠

点
病
院
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
。

　

認
定
に
至
る
経
緯
や
病
院
の

環
境
な
ど
も
紹
介
し
つ
つ
、地

域
医
療
の
一
環
と
し
て
、ま
た

関
西
H
I
V
臨
床
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
の
代
表
と
し
て
、エ
イ
ズ

対
策
に
取
り
組
む
先
生
の
活
動

ぶ
り
を
見
開
き
二
頁
で
報
告
し

ま
す
！

　

み
な
み    

な 

ら

や
ま
と

な
ん
わ

拠
点
病
院
へ
の
道

コ
ロ
ナ
禍
が
後
押
し
？！

病
院
の
玄
関
に

あ
っ
た
も
の
は
…

医
療
従
事
者
と
N
G
O
は

ど
こ
で
つ
な
が
る
か
？

臨
床
カ
ン
フ
ァ
の
い
ま

も
う
ひ
と
つ
、
国
の
仕
組
み
で
す

が
、
南
海
ト
ラ
フ
対
策
と
し
て
災
害

医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
仕

事
も
引
き
受
け
て
い
る
ん
で
す
。
医

師
一
名
・
看
護
師
二
名
・
業
務
調
整

員
一
名
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
災
害
時

の
緊
急
医
療
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
で

あ
る
D
M
A
T
（
災
害
派
遣
医
療

チ
ー
ム
）
と
協
働
し
て
県
内
の
災
害

対
応
を
行
う
仕
事
で
す
。
阪
神
淡

路
・
東
日
本
・
能
登
な
ど
の
震
災
に

お
け
る
緊
急
医
療
の
経
験
知
が
活
か

さ
れ
た
仕
組
み
で
、
南
海
ト
ラ
フ
の

際
、
当
院
は
地
域
の
他
の
病
院
と
連

携
し
て
医
療
が
可
能
な
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

M
：
ど
の
話
を
お
聞
き
し
て
も
、
地

域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
貴
重
な
お
時
間
を
割
い
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

地
震
対
策
も
眼
中
に

※注

関西HIV臨床カンファレンス：1995年10月、6人の内科医
が集まり、HIV診療レベルの向上とHIV感染症研究の推
進をミッションに掲げ設立。現在は医師・歯科・薬剤
師・カウンセリング・看護の５部会に170名を超える会
員を擁する大きなネットワーク。主な活動として、年
４回の講演会（会員のみ）と年２回の特別講演会（一
般参加可）がある。NPO/NGOとの連携も推進している

ロジスティクス：元来は戦争時の兵站を意味する言葉だ
が、ここでは医療従事者の派遣・患者の搬送・医薬品
等の運搬とその管理・運営をあらわす

つ
か
だ 

く
に
ひ
さ

ま
つ
う
ら 

も
と
お

宇
野
健
司
先
生

う  

の　
　

け
ん
じ

と

 

つ
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討
ち
死
に
の
予
感
を
振
り
払
い
、

四
十
年
ぶ
り
に
『
蓮
と
刀
』
を
読
ん

で
み
ま
し
た
。
オ
サ
ム
ち
ゃ
ん
が
こ

れ
を
書
い
た
の
が
一
九
八
二
年
。
四

十
年
前
の
読
後
感
は
「
ウ
ワ
ッ
、
日

本
の
ゲ
イ
の
闇
の
部
分
を
容
赦
な

く
暴
き
立
て
た
本
じ
ゃ
な
い

の
！
」
。
読
み
返
し
て
み
た
ら
「
ア

ラ
、
家
父
長
制
批
判
の
視
点
か
ら
フ

ロ
イ
ト
と
そ
の
弟
子
た
ち
を
批
判

し
、
二
葉
亭
四
迷
の
言
文
一
致
論
を

批
判
し
、
返
す
刀
で
漱
石
『
こ
こ

ろ
』
を
鮮
や
か
に
読
み
解
い
た
、

真
っ
当
至
極
な
本
で
す
わ
ネ
」
。

　
フ
ロ
イ
ト
批
判
と
い
っ
て
も
、

全
否
定
で
は
な
く
て
、
無
意
識
と

幼
児
の
性
欲
を
発
見
し
た
偉
大
な

た
ぶ
ん
日
本
で
初
め
て
、「
自
分
は
ゲ
イ
だ
」っ
て
は
っ
き
り
言
っ
た
作
家
。

今
回
は
い
よ
い
よ
、
本
丸
の『
蓮
と
刀
』に
突
撃
し
ま
っ
す
！ 

し
か
し
早
く
も
討
ち
死
に
の
予
感
が
…

人
だ
っ
て
言
っ
て
る
。
問
題
は
、

彼
が
「
お
父
さ
ん
が
コ
ワ
イ
」

「
お
父
さ
ん
が
邪
魔
だ
」
っ
て
い

う
自
分
の
感
情
の
源
を
探
求
す
る

の
で
は
な
く
、
エ
デ
ィ
プ
ス
の
神

話
に
逃
げ
て
、
中
途
半
端
に
普
遍

化
し
ち
ゃ
っ
た
こ
と
。
理
由
は
単

純
、
フ
ロ
イ
ト
は
ホ
ン
ト
に
お
父

さ
ん
が
コ
ワ
か
っ
た
か
ら
、
そ
う

言
え
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　

　
オ
サ
ム
ち
ゃ
ん
は
言
う
の
―
「
フ

ロ
イ
ト
は
、
自
分
の
ま
わ
り
に
あ

る
”論
理
“と
い
う
も
の
は
キ
チ
ン

と
整
合
が
出
来
て
い
る
と
思
わ
れ
て

い
る
け
れ
ど
も
、実
は
そ
の
”論
理
“

を
整
合
さ
せ
て
い
る
の
は
人
間
の
心

で
、
人
間
の
心
は
そ
の
”今
あ
る
論

理
“に
よ
っ
て
間
違
っ
た
規
定
の
さ

れ
方
を
し
て
い
る
ん
だ
と
言
っ
た

人
」
。
こ
の
点
で
、
フ
ロ
イ
ト
は
家

父
長
制
の
論
理
を
切
り
崩
す
革
命
家

を
め
ざ
し
た
の
だ
け
れ
ど
、
途
中
で

エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と

い
う
”卑
怯
者
が
自
己
弁
護
を
す
る

論
理
“を
作
り
出
し
て
し
ま
っ
た
。

「
お
父
さ
ん
が
コ
ワ
イ
」
「
お
父
さ

ん
は
邪
魔
だ
」
と
思
っ
て
る
け
ど
そ

れ
を
言
い
出
せ
な
い
臆
病
な
青
年
が

「
あ
、
こ
れ
は
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
と
い
う
も
の
な
ん
だ

ね
。
な
ん
だ
、
フ
ツ
ー
の
こ
と
な
ん

だ
」
。
こ
う
し
て
青
年
は
「
な
ぜ
お

父
さ
ん
が
コ
ワ
イ
の
か
」
と
自
問
す

る
の
を
や
め
、
思
春
期
の
心
の
ま
ま

大
人
に
な
る
。
フ
ロ
イ
ト
の
弟
子
た

ち
、
弟
子
の
弟
子
た
ち
も
「
フ
ロ
イ

ト
っ
て
い
う
お
父
さ
ん
が
コ
ワ
イ
」

文◉鬼塚哲郎
正直言って、『蓮と刀』を取り上げるのは気
が重かった。だから今をときめく三宅香帆
さんがこの本を絶賛してると知って、俄然
やる気が出てきた次第。因みに三宅さんは
とある対談の中で「山岸凉子の『日出処の天
子』はノーベル文学賞を授与されるべき傑
作」だと断言していて、「ああ、この人は文壇
の“おじさん”たちの論理に規定されていな
い」人なんだと合点がいった。だけど依然と
して橋本治がなぜ『蓮と刀』最終章を書いた
のか、は謎のままなのです。やっぱり気が重
い…

一
年
に
出
し
た
『
「
甘
え
」
の
構

造
』
を
徹
底
批
判
し
、
そ
こ
に
展

開
さ
れ
た
漱
石
『
こ
こ
ろ
』
論
を

徹
底
批
判
し
、
つ
い
で
に
自
分
の

『
こ
こ
ろ
』
論
を
披
露
し
、
そ
し

て
最
終
章
で
、
ゲ
イ
雑
誌
『
さ

ぶ
』
の
文
通
欄
に
寄
せ
ら
れ
た
投

稿
文
を
一
つ
一
つ
批
判
し
て
い
く

の
だ
け
れ
ど
（
ネ
、
や
っ
ぱ
り
本

丸
で
し
ょ
？
）
、
紙
面
が
尽
き
た

の
で
こ
こ
は
次
の
機
会
に
譲
り
ま

す
、
ハ
イ
。

と
い
う
感
情
は
抱
き
つ
つ
も
そ
う
と

は
言
え
ず
、
仲
間
内
で
ひ
た
す
ら
議

論
を
繰
り
広
げ
て
る
。
　
　
　
　

　
「
な
ぜ
お
父
さ
ん
が
コ
ワ
イ
の

か
」
と
い
う
問
い
に
蓋
を
し
た
青
年

は
や
が
て
、
そ
の
こ
と
に
無
自
覚
の

ま
ま
、
コ
ワ
イ
お
父
さ
ん
に
な
る
。

こ
の
家
父
長
の
再
生
産
過
程
を
日
本

語
の
世
界
で
考
え
て
み
る
と
、
そ
の

原
型
は
明
治
期
の
坪
内
逍
遥
と
二
葉

亭
四
迷
の
や
り
取
り
の
中
に
見
出
さ

れ
る
と
オ
サ
ム
ち
ゃ
ん
は
言
う
。

二
葉
亭
四
迷
「
こ
れ
か
ら
言
文
一
致

体
で
文
学
を
や
ろ
う
と
思
う
の
で
す

が
…
」

坪
内
「
い
い
じ
ゃ
ん
、
や
り
な
よ
」

二
葉
「
丁
寧
体
に
す
る
か
ど
う
か

迷
っ
て
る
ん
で
す
が
…
」

坪
内
「
丁
寧
語
は
い
ら
ね
え
」

二
葉
「
わ
か
り
ま
し
た
…
」

こ
う
し
て
、
日
本
の
近
代
文
学
は

「
だ
・
で
あ
る
」
調
の
普
通
体
で
書

か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
　
　

　
オ
サ
ム
ち
ゃ
ん
が
問
題
視
し
て
る

の
は
、
ひ
と
つ
は
こ
の
構
図
、
フ
ロ

イ
ト
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
関
係
と
同

じ
だ
っ
て
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、

親
し
い
者
の

あ
い
だ
で
用

い
ら
れ
る
普

通
体
が
選
択

さ
れ
た
こ
と

で
、
こ
れ
を

使
う
人
た
ち

―
文
学
者
、

学
者
、
政
治

家
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、

会
社
員
…
―
の
あ
い
だ
に
仲
間
意

識
が
生
ま
れ
た
こ
と
。
言
い
換
え
る

と
、
日
本
の
文
壇
、
学
会
、
議
会
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
会
社
…
と
い
っ

た
組
織
は
、
「
な
ぜ
自
分
は
お
父
さ

ん
を
コ
ワ
イ
と
思
う
の
か
」
を
問
う

こ
と
な
く
大
人
に
な
っ
た
”お
じ
さ

ん
“た
ち
が
、
師
弟
関
係
と
仲
間
意

識
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
り
な
が
ら
、
そ

し
て
そ
れ
ゆ
え
に
女
性
と
同
性
愛
者

を
周
縁
に
追
い
や
り
な
が
ら
、
力
を

ふ
る
う
組
織
と
な
っ
た
、
っ
て
い
う

わ
け
。

　
こ
れ
っ
て
米
国
の
文
学
研
究
者
イ

ヴ
・
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
が
唱
え
た
〝
ホ

モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
男
同
志
の
絆
〞
の

こ
と
だ
よ
ね
、
っ
て
最
初
に
言
っ
た

の
は
、
正
直
に
言
い
ま
す
、
ワ
タ
ク

シ
で
は
な
く
、
文
芸
評
論
家
（
と
い

う
よ
り
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
？
）
の

三
宅
香
帆
さ
ん
で
し
た
。
三
宅
さ
ん

は
光
文
社
新
書
公
式
n
o
t
e
の
連

載
『
失
わ
れ
た
絶
版
本
を
求
め
て
』

の
第
一
回
で
、
こ
の
『
蓮
と
刀
』
は

セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
が
『
男
同
志
の
絆
』

で
述
べ
た
こ
と
を
現
代
日
本
の
文
脈

で
述
べ
た
も
の
だ
し
、
し
か
も
セ
ジ

ウ
ィ
ッ
ク
よ
り
三
年
早
い
（
！
）
と

指
摘
。
確
か
に
、
西
洋
の
〝
男
の

絆
〞
は
女
性
の
排
除
・
同
性
愛
の
嫌

悪
と
ワ
ン
セ
ッ
ト
な
ん
だ
け
ど
、
オ

サ
ム
ち
ゃ
ん
は
日
本
の
特
殊
事
情
―

丁
寧
体
を
排
し
た
、
仲
間
意
識
の
醸

成
―
ま
で
指
摘
し
て
て
、
や
っ
ぱ
ス

ゲ
ェ
な
っ
て
。

　
こ
の
あ
と
オ
サ
ム
ち
ゃ
ん
は
、

フ
ロ
イ
ト
の
ひ
孫
弟
子
く
ら
い
の

立
ち
位
置
の
土
居
健
郎
が
一
九
七

同
性
愛
を
め
ぐ
る
言
説
を
独
自
の
視
点
で

深
化
さ
せ
た
異
能
の
作
家
・
橋
本
治（
そ
の
4
）

は
し 

も
と 

お
さ
む

偉人伝
知られざ

る

橋本 治
（1948 - 2019）

　長い人生を誰と、どんな風

に生きていくのか。いまも昔

も、多くのゲイが考え、悩み

続けている問題だろう。日本

ではゲイが家族をつくるため

の法的な制度はいまだに整備

されていないし、そもそもど

ういう選択肢があるのか社会

的にほとんど共有されていない

からだ。だからこそコミュニ

ティに参加して、そこで情報交

換をすることが大切だし、僕も

自分なりに実践しているつもり

だが…中年と呼べる年齢に差しかかった

いま、ときおり不安を覚えるのも事実

だ。

　そんなことを考えていたとき、橋口亮

輔監督作の映画『ハッシュ！』（2001

年）を久しぶりに観賞して、しみじみ感

じ入ってしまったのだった。これは今

年、同様に橋口監督の代表作である『ぐ

るりのこと。』（2008年）と同時に4Kリ

マスターで再上映されたものだ。橋口亮

輔といえば、初長編作『二十才の微熱』

（1993年）の頃からゲイであることを公

表したうえでゲイの物語を描いてきた映

画監督。日本ではいまだにオープンリー・
ゲイの監督は少ないので、まずもってとて
も稀有な存在だし、その作品群はいま観る
とよりいっそう先駆性が感じられる。
　なかでも『ハッシュ！』は、日本に生き

るゲイにとって「家族とは何か」という

テーマに真正面から取り組んだ一本だっ

た。おもな主人公は3人。職場でゲイであ

ることを隠しており、温和だがはっきと

ものが言えない性格の勝裕（田辺聖一）。

その恋人で、短気なところはあるが本

当は思いやり深い直也（高橋和也）。

愛のないセックスを繰り返し、孤独感

を抱えて生きる朝子（片岡礼子）。物

語は、朝子が勝裕に子どもを作ること

を持ちかけることで動き始める。世間

の「普通」から大きく外れた彼らの家

族計画はやがて、それぞれの家族も巻

きこんだ騒動になってしまう。

　セックスを中心としたゲイライフを

満喫しつつもどこかで虚しさを抱えた

直也と、自分を隠すことで表面的には

うまく振る舞っているが自己肯定感の

低い勝裕。25年前の映画なのに、ゲイ

のキャラクター造形のリアルさには目

を見張るものがある。それは、ゲイは

いつの時代も変わらないものというこ

とだろうか、それとも日本社会のほう

が変わっていないということだろう

か。ともかく、カップルとなった彼ら

が偶然出会った女性と子どもを作る計

画を進めるというのは設定としては突

飛かもしれないが、それはある意味、

この社会に馴染めない者たちがどうにか
して自分の居場所を見つけようともがく
姿を表現したものだと思える。窮屈な社
会で「普通」ではないと扱われる者たち
は、自分たちで生きる道を見つけなけれ
ばならないのだから。
　映画は「橋口亮輔節」とでも言うべ

き、キャラクターたちの生き生きとし

た姿を通してユーモアと悲哀を立ちあ

げていくスタイルで進んでいくが、僕

は高校生のときにはじめて観たときよ

りも、ずっと切ない気持ちがこみあげ

てきたのだった。彼ら3人の計画は家族

に徹底的に否定されることに

なるのだが、それは、「世間

様に恥ずかしい」というきわ

めて日本的な価値観によって

判断されるからである。彼ら

の懸命な試行錯誤が、なぜ

「世間」などというぼんやり

としたものの前で見下されな

ければならないのだろう。な

ぜ僕たちが生きやすい居場所

がこの社会にはないのだろ

う。なぜあなたは、わかって

くれないのだろう…。この映

画の底にあるのはやはり、悔しさだと思

う。家父長制的な価値観に馴染めない女
性やゲイたちを生きにくくしている、漠然
としていて巨大な何かに対する悔しさ。そ
れはこの映画がはじめて上映された25
年前と変わらず、いまもここにある。
　現在進行中の婚姻の平等を巡る裁判

は、来年には最高裁で判断が下される

見通しだ。もし同性結婚が可能になれ

ば、同性カップルにとって選択肢が増

えることになる。これはとても大きな

こと。なかなか変わらないこの日本で

も、新しい可能性の兆しはあるのだ。

　と同時に、僕は『ハッシュ！』を観

て、自分の居場所を自分自身で見つけ

ることの尊さのことを思う。世間や社

会からはじかれても、誰かとつながる

ことができれば、僕たちの人生はもう

少しだけ安心できるものになる。日本

のゲイ映画の名作はいまも、そんなこ

とを語りかけてくれるのだ。

プロフィール ◉ 木津毅（きづ・つよし）
ライター。 1984年大阪生まれ。 映画、音楽、ゲイ・カルチャーを中心に様々なジャンルで執筆している。

『ミュージック・マガジン』で「木津毅のLGBTQ＋通信」連載中。

編書に田亀源五郎『ゲイ・カルチャーの未来へ』（Pヴァイン）、

著書に『ニュー・ダッド あたらしい時代のあたらしいおっさん』（筑摩書房）がある。

いま観てもあまりに切実な、
ゲイの生き方を探る名作

原作・脚本・編集・監督：橋口亮輔
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『ハッシュ！』

み
や
け    

か 

ほ

ど
い    

た
け
お

『蓮と刀』（橋本治著/河出文庫/1982年）
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